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盛岡地方本部 

組合員の切実な声はこうだ！ 
●日々の物価高騰を実感する中で賃金上昇が伴っていない。実態に見合った年末手

当が必要！ ●職場では業務の融合や他職場との連携など、働きかた・働き度合い

が大きく変わってきた。物価上昇が続き、今冬の光熱費にも大きな危機感を持って

いる。年間５ヶ月ベースを絶対に許さず、最後までたたかっていく！ ●お客さまの

戻りを実感している。戻っているのであれば年末手当もコロナ前の水準になるのは

普通だと思います ●「コロナ前には戻らない」という発言は、社員のモチベーション

を下げる原因のひとつになっている。現場で苦労する一人ひとりのことをもっと大切

にしてほしい ●ずっと我慢してきた！要求に対して満額回答を望む！モチベーショ

ンを回復させるには満額しかない ●「やりがい」でごまかされることなく 

働き度にみあった賃金を求めます！！ 
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◆２０２４年３月期第２四半期決算は、連結決算は増収増益。営業利益は３期連続の増収、全ての利益が 

増益、全てのセグメントが増収増益。単体決算も、運輸収入が回復し対前年１２２．０%（１４９１億 

円増の８２８６億円）、営業収益は対前年１１６．７％（１００３億円増の１５５０億円）、四半期純利益

は対前年３１０．６％（６３４億円増の９３６億円）と大幅に回復。それは社会活動の本格的再開との外

的要因だけではなく、施策やコストダウンに向き合い続け乗り切り「ポストコロナ」に向けた組合員・社

員そして家族の日々のたゆまぬ努力の結果である。 

◆一人当たりの賃金は物価を考慮した実質で、前年同月比２．８%減少し、マイナスは１７ヶ月連続。すで 

に１年半もの間、物価高による生活苦に陥っていると言える。２３春闘では要求とは大きく乖離した回答 

であった。実質賃金が目減りしているだけでなく定昇カットによる生涯賃金も減額された状態で、歴史的

物価高が続く中、生活苦も続いている。 

◆組合員の労働実態は、「融合と連携」で多能化が進み、まさに一人で二役三役以上となり、労働密度は高 

まり続けている。それに拍車をかけているのが「要員不足」である。定年退職に加え、離職者増・採用減

などにより系統を問わず「人が足りない」と悲痛な声があげられている。職場によっては、乗務可能な社

員が２００名人の職場で、年休取得の理由も含め、月の休日出勤が３００件を超える職場や、出面を確保

することも困難な職場もある。 

◆安全問題について、重大化する事故・事象に対し具体的に原因究明委員会などを開催し、「事故から学び」 

二度と繰り返さないように職場で向き合っている。会社から「仕事を見直すことにより、安全性やお客様

サービスが向上し、業務負担が軽減される」と回答が示されているが、現実を目の当たりにしている職場

からは、施策過渡期とは言え、これでは「会社の持続的成長の先の社員還元」と言われても納得できない、

我慢の限界というのが本音の声として出されている。 

◆組合員・社員の「働き度」は高まり続け、コロナ禍前以上の労働実感・実態となり、社員数が減少してい 

る中、一人当たりの売上は過去最高になると認識している。 

◆組合員・社員のたゆまぬ努力を年末手当の主たる要素にすべきである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇安全・安定輸送の確保と品質の高いサービス、組織再編、「融合と連携」のチャレンジにお礼を申し上げる。 

◇令和５年度第２四半期決算について、営業利益は単体１５５０億円となり黒字を計上することができた。 

◇足元の状況でも１０月末の鉄道営業収入はコロナ前の９割程度で推移している。 

◇営業費用が増加している。黒字の水準はコロナ前の半分程度になると見込んでいる。目標達成にはより一 

層の増収とコストダウンを推進していく必要がある。 

◇コロナ前の業績の水準には及ばない経営状況であり、変革２０２７で想定した人口減少等当社を取り巻く 

経営環境に変わりはなく依然として厳しい状況にある。 

◇通期の目標達成には更なる増収・コストダウンの取り組みを始め、生産性向上による経営体質の強化に向 

けた果敢な努力が必要である。 

◇会社の持続的な発展が社員還元の更なる充実、働きがいの向上、社員・家族の幸福の実現に繋がっていく 

という考えを前提に、支給水準は直近の業績動向を念頭に置き、今年実施した２９年ぶりの平均５０００

円を超える水準の賃金改定、仕事と育児の両立支援のさらなる推進の処遇改善等の状況も踏まえ、総合的

に勘案していく必要がある。 
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